令和3年度の事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　特定非営利活動法人そーる
１　事業実施の方針
この法人は、訪問看護ステーションや訪問介護を中心に在宅医療、在宅介護、リハビリテーション、患者搬送事業に関する事業を行う。特に2018年西日本豪雨で被災した倉敷市真備町や小田郡矢掛町は急速に過疎化がすすみ、独居の高齢者も増えている。被災後介護保険事業も休止や廃業に追い込まれ、事業所の数は減ってしまった。地域住民の本来持っている力を引き出し、安心して共に川と暮らし続けることができる新たな町づくりを地域住民と考えていく。特に要援護者マイタイムラインの作成(国交省との協働)や普及にも力を入れ、逃げ遅れのないよう具体的に誰が・いつ・どこへ避難するかを決定していく。
また地元住民と協働し、早めの避難行動を行える体制作りや、自主避難所運営が行えるよう実地訓練を行う。ゆる～く繋がった人と人との関係を大切にし、息の長い防災や減災、平時からの繋がりを更に強めていく。誰もが気軽に立ち寄れ、介護予防を意識した集いの場の運営を地域住民の皆様と共に運営を行い、地域住民同士で支えあう活動へと変化させていけるよう研鑽を重ねていく。
不特定多数の市民の健康増進と、生活の質を向上に寄与する事を目的とする。
２　事業の実施に関する事項
　（１）特定非営利活動に係る事業
	
	定款の事業名
	事 業 内 容
	実施予定
日　　時
	実施予定
場　　所
	従事者の
予定人数
	受益対象者
の範囲及び
予定人数
	支　　出
見 込 額
（千円）

	
	① 介護保険法に基づく訪問看護事業及び介護予防訪問看護事業
	1 そーる訪問看護ステーション
要支援や、要介護認定を受けている高齢者や障がいのある方が対象で住み慣れた地域で最期まで過ごせるよう、医療や介護又は日常生活のサポートを行う
2 ぼちぼち会（遺族会）年に一度在宅看取りを行った家族との交流を行い振り返る。
3 
	随時
10月頃開催予定
	利用者自宅又は施設等へ訪問

そーる訪問看護ステーション
	10名
	40～50名
	13060


	
	②介護保険法に基づく訪問介護事業及び第一号事業

	1 みそらけあ
住みなれた地域で、少しでも長く生活できるよう日常生活の援助を行う。家族の介護負担を軽減する。
	随時
	利用者様自宅や施設等へ訪問
	3～4名
	30～50名
	4500

	
	③介護保険法に基づく居宅介護支援事業

	在宅でのケアプランの計画や作成。多職種との連携を図り、利用者様宅へ月に一度訪問を行う。


	未定
	利用者自宅又は施設等へ訪問
	1～2名
	若干名
	0



	
	④介護保険法に基づく地域密着型サービス事業

	要介護の認定をうけている高齢者を住み慣れた地域や在宅での生活を地域住民で支えるサービスを行う。
	未定
	倉敷市
真備町
	若干名
	若干
	0

	
	⑤介護保険法に基づく地域密着型介護予防サービス事業
	要支援の認定をうけている高齢者を、住み慣れた地域や在宅での生活を地域や在宅で支えるサービスを行う。
	未定
	倉敷市
真備町
	若干名
	若干名
	0



	
	⑥患者等搬送等事業

	有償福祉タクシーと連携し、外出支援や、病院受診のサポートを行う。病院から自宅への搬送等。
	未定
	倉敷市
真備町
	1～2名
	若干名
	0

	
	⑦在宅ホスピス事業
	末期がんや難病等療養が必要な方が入居や通院が可能で、生活や看取りの行える場所を提供。自宅同様様々な介護サービスが利用できる。
	
	倉敷市または総社市
	1～2名
	若干名
	0

	⑧障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービス事業
	障がいのある方に、生活支援や社会資源の活用を促し、在宅生活の総合的なサポートを行う。
	随時
	倉敷市又は総社市
	1～2名
	5～6名
	400


	⑨防災教育や地域との連携協働事業

	1 平時より真備町内で地域住民と共にコミュニティを通じ、防災研修や減災活動に取り組む。先災地との交流や講演会活動も行う。今後起こりうる災害に何が必要なのか地域住民と考えていく。

	2回/年







	倉敷市
真備町

	10～20名


	30名程度

	100




	⑩その他の法人の目的を達成するために必要な事業
	エンリッチカフェ(サロン活動)・そーるの学校・ぬいぐるみを使ったストレスケアワークショップ等定期的に開催を行う。
	1～2回/毎月
	倉敷市内
	70～100名程度
	50～100名程度
	400



（２）その他の事業

なし


